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広報 住んでみたい村 住んでよかった村の実現

道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、  明るく健康で、活力ある村をつくります。

8/9　東京2020自転車ロードの
　　　コース決定に伴う記念式典にて

P２　自転車ロードコース決定！

P ５　救急の日

主な目次

P ６　健康まつり
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８
月
９
日
、
公
益
財
団
法
人
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
は
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お

け
る
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー

ス
を
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）

の
承
認
を
得
て
、正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、

東
京
都
武
蔵
野
の
森
公
園
を
ス
タ
ー
ト
会

場
と
し
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県

（
道
志
村
・
山
中
湖
村
）、静
岡
県
内
を
通
り
、

富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
ゴ
ー
ル
し
ま

す
。
コ
ー
ス
の
総
距
離
は
男
子
約
２
４
４

km
、
女
子
約
１
４
７
km
、
獲
得
標
高
（
ス

タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
上
っ
た
高
さ
の

合
計
）
は
、
男
子
約
４
８
６
５
m
、
女
子

約
２
６
９
２
m
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
を
象
徴
す
る
富
士
山
を
望
み
な
が

ら
、
起
伏
の
激
し
い
難
易
度
の
高
い
レ
ー

ス
展
開
が
期
待
さ
れ
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

自
転
車
競
技 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
に
正
式
決
定
！

祝

東
京
都
武
蔵
野
の
森
公
園
　
〜
　
道
志
み
ち
　
〜
　
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ

2020

11：00
～ 18：15

7/25（土）
男
子

13：00
～ 17：35

26（日）
女
子

　

本
日
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
コ
ー
ス
が
正
式
に
決
定
さ
れ
、
本

村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
こ
と
に
対

し
、
非
常
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
心
よ
り
歓
迎
の
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
山
々
に
囲
ま

れ
た
本
村
の
豊
か
な
自
然
と
、
横
浜
市

の
水
源
地
で
あ
る
美
し
い
清
流
な
ど
本

村
の
魅
力
を
全
世
界
に
発
信
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
あ
り
ま
す
。
観
光
振

興
や
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー
に
繋
が
る
も

の
と
し
て
大
き
な
期
待
と
希
望
を
寄
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
志
村
長
と

し
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
残
り
２
年

と
な
り
ま
し
た
。
万
全
の
レ
ー
ス
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
大
会
関
係
者
各
位
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
大

会
の
成
功
に
向
け
、
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
９
日

道
志
村
長
　
長
田
富
也

豊
か
な
自
然
・
美
し
い
清
流

…
…
村
の
魅
力
を
全
世
界
に
発
信
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会　

自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー

ス
決
定
を
受
け
、
村
で
は
、
同
日
午
後
６

時
か
ら
役
場
玄
関
前
に
お
い
て
、
記
念
式

典
を
開
催
し
、
終
了
後
に
村
長
に
よ
る
記

者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
00
分
、
防
災
無
線
と
告
知
端

末
で
村
民
の
皆
様
に
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を

伝
え
、「
村
の
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
清

流
な
ど
の
本
村
の
魅
力
を
全
世
界
に
発
信

で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
。
本
村
に
お
け

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
心
よ
り
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

役
場
玄
関
前
に
は
、
職
員
や
村
議
ら
お

よ
そ
40
名
が
参
加
し
、
記
念
式
典
を
行
い

ま
し
た
。
防
災
無
線
の
放
送
が
終
わ
る
と

参
加
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、

村
長
と
村
議
会
議
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

村
長
は
「
自
転
車
で
通
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
自
然
豊
か
な
村
を
国
内
外
に

発
信
し
て
い
き
た

い
。
選
手
や
観
客

の
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
と
も
豊
か
な
自

然
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
話

し
、
ま
た
、
佐
藤

村
議
会
議
長
は「
大

変
嬉
し
い
こ
と
。

心
よ
り
歓
迎
す
る

と
と
も
に
議
会
を
挙
げ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
出
し
ま
し
た
。

　

役
場
玄
関
と
庁
舎
に
は
、「
祝　

自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技
」
と
書
か
れ
た
横

断
幕
を
掲
げ
、
除
幕
さ
れ
る
と
、
大
き
な

拍
手
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
正
式

な
コ
ー
ス
決
定
の
発
表
に
伴
い
、
東
京

２
０
２
０
の
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
が
記
載
さ

れ
た
名
刺
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
村
長
か
ら
副
村
長
と
教
育
長

に
そ
れ
ぞ
れ
名
刺
が
手
渡
さ
れ
、
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
終
了
後
、
役
場
２
階
会
議
室

に
お
い
て
、
村
長
に
よ
る
記
者
会
見
が
行

わ
れ
、
改
め
て
コ
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
（
前
頁
）。

　

記
者
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に
対

す
る
質
問
が
あ
る
と
、「
森
林
や
景
観
を

は
じ
め
と
し
た
環
境
整
備
に
努
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。
村
か

ら
富
士
山
の
眺
望
を
よ
く
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

＊
コ
ー
ス
の
概
要
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

村
を
挙
げ
て
歓
迎
！

―
記
念
式
典
と
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
―
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■ 競技日程等

■ 今後の予定

　競技の開催日には、コースとな
る道路等について通行規制が行わ
れる予定です。沿道及びその周辺
にお住まいの方や事業者の皆様の
ご理解とご協力をお願いします。

交通規制について

　今後、大会の設営補助等を行う、「沿道における地域協力
員（ボランティア）」を募集する予定です。東京 2020 組織
委員会と連携を図り、規模や活動内容など詳細な情報が入り
ましたら、村民の皆さんに情報提供してまいります。ご理解
とご協力を重ねてお願い申し上げます。

沿道における地域協力員
（ボランティア）の募集について

（
前
頁
か
ら
続
く
）
祝
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会　

自
転
車
競
技 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
に
正
式
決
定
！

競 技 種 目 ロードレース（男子） ロードレース（女子）

競 技 会 場 スタート：武蔵野の森公園   ゴール：富士スピードウェイ スタート：武蔵野の森公園   ゴール：富士スピードウェイ

競 技 日 程 2020 年 7 月 25 日（土） 2020 年 7月 26 日（日）

競 技 時 間 11 時 00 分～ 18 時 15 分 13 時 00 分～ 17 時 35 分

総 距 離 約 244 km 約 147 km

レース距離 約 234 km 約 137 km

獲 得 標 高 約 4865 m 約 2692 m
※スタート後最初の 10kmはタイムに含まれない「パレード走行」が行われます。

■ コース概要 ※コースにつきましては、今後、一部変更となる可能性があります。

通過自治体：1都 3県 1政令指定都市 14市町村　・東京都：府中市、調布市、三鷹市、小金井市、稲城市、多摩市、八王子市、町田市　
・神奈川県：相模原市、山北町　・山梨県：道志村、山中湖村　・静岡県：御殿場市、裾野市、小山町

©Tokyo2020 ©Tokyo2020
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『９月９日は救急の日』

救急医療を上手に使いましょう！！

　山梨県の救急搬送の約４割が軽度な状態で
あり、救急搬送が必要な状態ではなかったと
言われています。
　救急医療が必要な状態かどうかをよく観察
し、上手に救急医療を利用しましょう！

緊急な状態 119 番に電話し、すぐに救急車を要請

※ 15 歳までの小児のみ

【内科】富士・東部小児初期救急医療センター

☎ 0555-24-9977　（休日）9 時～ 24 時

（土曜）15 時～ 24 時　（夜間）20 時～ 24 時

【内科・外科】

都留市立病院　☎ 0554-45-1811

（休日）9 時〜翌朝 8 時 30 分

（土曜）12 時 30 分〜翌朝 9 時

（夜間）17 時 15 分〜翌朝 8 時 30 分

ツル虎の門病院

☎ 0554-45-8861　（休日）８時～ 18 時

【歯科】富士・東部口腔保健センター

☎ 0554-56-8899　（休日）10 時～ 17 時

小児救急電話相談　☎＃８０００

（平日）19 時～翌朝 7 時

（土曜）15 時～翌朝７時

（日曜・祝日）９時～翌朝７時

病院の診療時間に受診する

初期救急医療を

利用したい

受診が必要か

分からない
（小児のみ）

落ち着いている

※注意※

・初期救急医療を利用の

際は、行く前に電話連絡

をして、診療可能か確認

して下さい。

・右記の時間以外の初期

救急医療は、☎ 119 番

または都留市消防本部

道志出張所☎ 52-1119

にお問い合わせ下さい。

救
急
医
療
が
必
要
か
よ
く
様
子
を
観
察
す
る

○休日・夜間に具合が悪くなったら…
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　まずは自分の健康をみつめ直してみませんか？
　また今年度は山梨県立介護実習普及センター主催により認知症の講
演会も開かれます。認知症への理解を深めるよい機会となっています。
　みなさんお誘いあわせの上、ぜひ、ご参加ください！

知ろう！自分のからだのこと　考えよう！生活習慣

どうし健康まつりみんなで
参加しよう

認知症
地域公開講座
in 道志村 
同時開催

● 内　容　・3歳児虫歯ゼロ表彰
　　　　　  ・8020 表彰

　  ・健康度測定
　  ・食事バランスチェック
　  ・高齢者疑似体験

● 場　所　 やまゆりセンター

● 日　時　９月  22日（土）　正午より
認知症地域公開講座　

講 師　日下部記念病院院長　
　　　久保田正春 先生

「認知症の正しい理解と
　　　対応について」

NO 月　日
（9:30 ～ 12:00） 内　　容

１   9 月 19 日（水） 進め方・体力測定・正し
いウォーキング（浜田）

２   9 月 26 日（水） 次回計画・正しいウォー
キング（浜田）

３ 10 月   3 日（水） みんなでウォーキング

４ 10 月 10 日（水） みんなでウォーキング

５ 10 月 24 日（水） みんなでウォーキング

６ 11 月   7 日（水） みんなでウォーキング

７ 11 月 14 日（水） みんなでウォーキング

８ 11 月 21 日（水） みんなでウォーキング

９ 11 月 28 日（水） みんなでウォーキング

10 12 月   5 日（水） みんなでウォーキング

11 12 月 12 日（水） 体力測定、まとめ

正しいウォーキングの仕方を学ぶ

各自で自分の都合の良い時間にウォーキングに取り組む

指定場所に集まり、みんなでウォーキングする

9～ 12 月の週 1回、午前 9時 30 分から
12時までの目安でコースをみんなで計画する

＊ポールの貸出があります。
＊先着20名となります。参加希望の方は申し込みをお願いします。

申し込み・問い合わせ　住民健康課　☎ 52-2113

♪楽しみながらウォーキング♪
脳も体も若返ります！

やろうよ♪ ウォーキング認知症に強い脳を作る！

問い合わせ　 住民健康課   ☎  52-2113
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くらしの情報　〈村から〉

移住者通勤支援制度のご案内

　村では移住定住対策として、月額 5,000 円の通勤支援を行います。
　４月～９月を前期として 10月 1日から申請を受け付けますので、該当される方は申請の準備をお
願いします。
　不明な点は次の申請先までお問い合わせください。

対 象 者 平成 29 年 1月 1日以降転入した満 40 歳未満の村外通勤をしている方
（月 10日以上の勤務）。※Ｕターン者の方も対象です！

補 助 金 額 5,000 円／月
4月～ 9月を前期、10 月～ 3月を後期として一括交付します。

申 請 方 法 前期・後期の各期間終了後 20 日以内に必要書類を提出

必 要 書 類

①交付申請書
②住民票の写し
③納税証明書（1月 1日時点で村に住所がない場合、前住所地での納税証明書）
④通勤証明書（通勤実態が証明できる書類）

申 請 先 ふるさと振興課　☎  52-2115

『住宅・土地統計調査』を実施します！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるさと振興課

☎ 52-2115

　総務省統計局、山梨県及び県内市町村では、10月に『住宅・土地統計調査』を実施します。（基準日：
平成 30年 10月１日）

　この調査は、住宅や住宅以外の人が居住する会社・学校等の寮・寄宿舎等の実態や、現住居以外の
住宅・土地の保有状況、その他の住宅等に居住している世帯に関する実態を調査し、その現状と推移
を明らかにするものです。
　調査結果は、国や都道府県で定める住生活基本計画、土地利用計画の策定資料等として活用されます。
　調査対象は、統計理論に基づき無作為に選ばれた全国の約 370 万世帯で、調査への回答をお願い
する世帯には、９月中旬から知事が任命した調査員が調査書類を配付しますので、調査の趣旨を御理
解いただき、御協力をお願いします。
　より便利に御回答いただけるよう、パソコンやスマートフォン等を使って、簡単にインターネット
で回答することが可能となりました。
　調査の記入内容は統計法によって厳重に保護されており、インターネット回答におけ
る通信も全て暗号化され、不正なアクセスなどの監視も 24時間行っていますので、回
答データは厳重に守られます。また、調査関係者が調査で知り得た内容を他者に漏らす
ことや、統計を作成・分析する目的以外に調査票を利用することは絶対にありません。
　これらの行為は統計法により固く禁じられていますので、どうぞ安心して御回答いた
だけますようお願いします。

ふるさと振興課

☎ 52-2115



平成 30年 9月１日（8）

くらしの情報　〈村から〉

　村では、国道 413 号線と県道 24号線の交通状況の把握を目的として、毎年 5・8・11月に交通量
調査を実施しています。
　8月 12日（日）にやまゆりセンター前（唐沢信号）で実施した交通量調査結果は下のとおりです。
　道志みちを利用するバイクは例年よ
り多く、自転車の台数も今後増加が予想
されます。お車を運転されるときや国道
付近を歩く際は十分にご注意ください。

道志みち交通量調査結果 ふるさと振興課

☎ 52-2115

方　面 山中湖 相模原 都　留 道　志

合　計 6412 3257 714 563

　9月 21 日（金）～ 30日（日）までの 10日間、「秋の全国交通安全運動」が実施されます。
交通事故に対する更なる意識の向上を図り、一人ひとりが交通事故に注意して行動し、交通事故の
発生を抑止しましょう。
　また、9月 30 日（日）は、「交通事故死ゼロを目指す日」となっております。

〇重点目標
　・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車 乗用中の交通事故防止
　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶
　・二輪車の交通事故防止（本県重点）

平成 30 年度
「秋の全国交通安全運動」の実施について

総　務　課

☎ 52-2111

過去 4年間の自動車、バイク、自転車の台数 過去 4年間の自動車、バイク、自転車の台数
〈相模原方面〉 〈山中湖方面〉

自動車 バイク 自転車 自動車 バイク 自転車
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広報どうし 453 号（9）

くらしの情報　〈村から〉

道志村保育所の園庭を開放しています 住民健康課

☎ 52-2113

　下記のとおり、道志村保育所の園庭を一般開放しております
のでご利用ください。
開　放　日　：　土曜日・日曜日・祝日など保育所休所日
利用上の注意　：　遊んだ物はしっかりと片付けてください。
　　　　　　　　　衛生上ペットの立入はご遠慮ください。

～保育所の様子～

モリアオガエルの卵からおたまじゃくしが生まれたよ♪
みんなで観察しました！！

天気の良い日はみんなでお散歩♪
日陰でしっかり水分補給★

やまゆりセンター図書スペースに新刊入りました！
　やまゆりセンター図書スペースに新刊が入りました。新刊コーナーとしてまとめております
のでぜひみなさんお越しください。図書の貸出もしておりますのでぜひ！（貸出期間は２週間と
しています。）

第 9 回やまゆりセンターまつり芸能発表の募集について
　11月 3日（土）第 9回やまゆりセンターまつりのなかで、芸能発表を予定しております。
　村内で活動している参加希望団体は、道志村教育委員会までお問い合わせください。

第 9 回やまゆりセンターまつり展示作品の募集について
　10月 27 日（土）～ 11月 4日（日）まで開催予定の第 9回やまゆりセンターまつりに展示
する作品を募集します。出展希望の方は、道志村教育委員会までお問い合わせください。

教育委員会からのお知らせ
問い合わせ　☎ 52-1020



平成 30年 9月１日（10）

教育委員会からのお知らせ
問い合わせ　☎ 52-1020

平成 30 年度　第３回　みんなでチャレンジ！！
～ New Sports 教室～　ボッチャ編

　道志村スポーツ推進委員会では、村民の体力・健康の保持増進に役立てる機会とすること、
また、村民の交流を目的として ‘NewSports 教室 ’ を開催します。
　今回チャレンジする種目は、ボッチャです。ボッチャは、チームに分かれて行う、 球を使っ
た室内のカーリングみたいなものです。ルールも簡単で、子どもから大人まで楽しめる内容に
なっております。
　参加者みんなで新しいスポーツにチャレンジしてみませんか？

日　時　：　9月 21日（金）19：00～
場　所　：　道志体育館（旧道志小学校体育館）

平成 30 年度体力・運動
能力調査の開催について
　9月 7日（金）18時から唐沢体育館にお
いて、平成 30 年度体力・運動能力調査を
実施します。
　年 齢性別問わずどなたでも参加できま
す。東京オリンピックの開催でスポーツに
関心が高まる中、自分の体力・運動能力を
確認するいい機会です！！

やまゆりベーカリー手作りパン教室開催について
　道志村教育委員会では、生涯教育振興の場として手作りパン教室を開催します。村民の皆様
のご参加をお待ちしています。
日　時　：　9月 26日（水）、10月 10日（水）、17日（水）、11月 7日（水）、14日（水）　
　　　　　　の全 5回の教室になっております。　9：00～ 12：00
場　所　：　水源の郷やまゆりセンター調理室
参加費　：　各回 500 円（保険代含む）
定　員　：　10名（定員になり次第締切り）
持ち物　：　エプロン・筆記用具・飲み物
募集期間　：　9月 1日（土）から 9月 14日（金）まで 
申し込み方法　：　道志村教育委員会まで　（電話連絡）

第 57 回道志村村民体育
祭りの開催について
　10月 7日（日）道志小中学校グラウン
ドにおいて、第 57 回道志村村民体育祭
りを開催します。
当日は、年齢性別を問わず誰でも参加
できる各種競技に加え、お楽しみ抽選会
も予定しています。村民のみなさまのご
参加をお待ちしております。

参加費　：　無料
持ち物　：　館内履き・タオル・飲み物



広報どうし 453 号（11）

くらしの情報　〈その他〉
●
都
留
市
立
病
院
で
分
娩
を
再
開

し
ま
す

　

平
成
30
年
8
月
か
ら
分
娩
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
出
産
予
定
日
が
平
成

31
年
2
月
下
旬
以
降
の
方
が
対
象
）

　

里
帰
り
出
産
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
ま

す
。

　

妊
娠
検
査
・
妊
婦
検
診
は
随
時
受
け
付

け
中
で
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
都
留
市
立
病
院
医
事
担
当　

　

☎
45

－

１
８
８
１

●
富
士
・
東
部
地
域
看
護
職
員
就

業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

保
健
所
で
は
、
管
内
８
病
院
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
山
梨
県
看
護
協

会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
看

護
職
員
就
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
日
時
：
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　

 

10
時
〜
14
時

・
場
所
：
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
3
階

　
（
住
所
：
都
留
市
下
谷
２
５
１
６

－

１
）

※
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等
に
よ
り

職
場
を
離
れ
て
い
る
看
護
職
の
免
許
を
お

持
ち
の
皆
さ
ん
、
復
職
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

        

　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

※
最
近
は
、
院
内
保
育
室
の
整
備
や
育
児

短
時
間
制
度
、
夜
勤
免
除
等
の
就
業
時
間

の
工
夫
を
行
い
、
看
護
職
員
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
る
医
療
機
関
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
長
く
、

最
新
の
看
護
業
務
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

方
へ
の
病
院
内
実
務
研
修
や
職
場
復
帰
の

た
め
の
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
選
択
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
気
軽

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　
　

・
問
い
合
わ
せ
：
富
士
・
東
部
保
健
福
祉

　

事
務
所
健
康
支
援
課　

　

☎
０
５
５
５

－

24

－

９
０
３
４

●
移
動
県
民
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

日
常
の
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相

談
員
の
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
9
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

・
場
所
：
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

　

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ 

　
（
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
２
９
８
６
）

・
相
談
内
容
：
消
費
生
活
相
談
、
法
律
相

　

談
（
家
族
・
近
隣
、
相
続
、
金
銭
賃
借
、
土

　

地
・
住
宅
）、
交
通
事
故
相
談

・
相
談
方
法
：
面
談
に
よ
る
相
談

　
（
予
約
不
要
）

・
相
談
料
：
無
料

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎ 

０
５
５

－

２
２
３

－

１
５
７
１

●
家
庭
裁
判
所
ツ
ア
ー　

〜
少
年
審
判
を
通
じ
て
家
庭
裁
判

所
の
仕
事
を
知
ろ
う
！

・
日
時
：
10
月
29
日
（
月
）
15
時
15
分
〜

　

16
時
45
分
（
14
時
45
分
受
付
開
始
）

　

な
お
、
途
中
参
加
も
可
能

・
場
所
：
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
甲
府
市
中
央
1

－

10

－

7
）

・
対
象
：
山
梨
県
内
の
高
校
生
、
短
大
生
、

　

専
門
学
校
生
、
大
学
生
及
び
大
学
院
生

・
募
集
人
員
：
約
30
人

　
（
先
着
順
、
参
加
費
無
料
）

・
内
容
：
①
少
年
審
判
の
説
明
／
②
裁
判

　

所
書
記
官
及
び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
の

　

職
種
説
明
／
③
庁
舎
内
見
学
／
④
質
疑

　

応
答

・
申
込
期
間
：
９
月
18
日
（
火
）
〜
10
月

　

５
日
（
金
）
ま
で

　
〈
受
付
時
間
〉
土
日
祝
日
を
除
く
月
曜

　

日
〜
金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時

　

た
だ
し
、定
員
に
達
し
し
だ
い
受
付
終
了

・
申
し
込
み
：
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係　

　

☎
０
５
５

－

２
３
５

－

１
１
３
３

●
一
日
行
政
相
談
所
の
お
知
ら
せ

　

国
や
県
、
市
な
ど
の
担
当
者
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

・
日
時
：
9
月
13
日
（
木
）
10
時
半
〜
15
時

・
場
所
：
ぴ
ゅ
あ
富
士　

大
研
修
室

・
内
容
：
国
民
生
活
に
か
か
わ
る
登
記
、

　

年
金
、
道
路
な
ど
の
相
談
に
、
国
や
県
、

　

市
の
担
当
者
が
お
応
え
す
る
ほ
か
、
弁

　

護
士
や
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
税
理

　

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会
保
険
労

　

務
士
な
ど
も
参
加
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。　
　

　

事
前
予
約
不
要
な
の
で
お
気
軽
に
ご
利

　

用
下
さ
い
。

・
連
絡
先
：
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

き
く
み
み
山
梨 

　

☎ 

０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０



平成 30年 9月１日（12）

くらしの情報　〈その他〉
●
全
国
一
斉　

法
務
局
休
日
相
談

所
及
び
相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の

お
知
ら
せ

・
場
所
：
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目 

1

－

18 

　

甲
府
合
同
庁
舎
2
階
会
議
室

・
日
時
：
10
月
7
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

・
内
容
：

　

①
土
地
建
物
の
登
記
、
会
社
の
登
記
、

　
　

土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
、
い
じ
め

　
　

な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
　
（
予
約
制
、
無
料
）

　
　
〈
相
談
員
〉
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　
　

土
地
家
屋
調
査
士
、
法
務
局
職
員

　

②
相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
予
約
制
）

　
　

午
前
の
部　

10
時
〜
11
時
半

　
　
「
登
記
に
お
け
る
遺
産
分
割
と
相
続

　
　
　

手
続
き
〜
円
満
解
決
の
秘
訣
〜
」

　
　

講
師　

司
法
書
士

　
　

午
後
の
部　

13
時
〜
14
時
半

　
　
「
遺
言
の
す
す
め
〜
い
ざ
と
い
う
と
き

　
　
　

に
困
ら
な
い
た
め
に
〜
」

　
　

講
師　

公
証
人

●
無
料
調
停
相
談
会

　

調
停
委
員
が
実
際
に
お
抱
え
の
問
題
を

伺
い
、
解
決
へ
進
め
て
い
く
た
め
の
方
法

を
ご
説
明
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。 

・
日
時
：
10
月
14
日 （
日
） 

10
時
〜
15
時
半 

・
会
場
：
ぴ
ゅ
あ
富
士
３
階
大
会
議
室

　
（
都
留
市
中
央
３

－

９

－

３
） 

・
相
談
担
当
者
：
民
事
・
家
事
調
停
委
員 

・
相
談
内
容
：
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

　

償
、
土
地
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り
、
貸

　

金
・
約
束
手
形
の
取
立
て
、
山
林
・
宅

　

地
な
ど
の
境
界
争
い
、
借
金
問
題
、
扶

　

養
・
離
婚
・
相
続
問
題
、
家
庭
内
や
親

　

族
間
の
も
め
ご
と
な
ど

・
主
催
：
山
梨
調
停
協
会
都
留
支
部 

都
留

　

地
区
調
停
協
会

・
問
い
合
わ
せ
：
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

都
留
支
部
庶
務
課　

☎
43

－

２
１
８
５

●
９
月
20
日
〜
26
日
は
「
動
物
愛

護
週
間
」
で
す
！

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
愛
情
と
責
任
を
持

ち
、
家
族
の
一
員
と
し
て
最
後
ま
で
面
倒

を
見
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
習
性

を
理
解
し
て
周
り
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
配
り
、
人
と
動
物
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

　

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
に
首
輪
・
迷
子
札

は
付
い
て
い
ま
す
か
？　

迷
子
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保
健
所
・
市
町
村

・
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

動
物
愛
護
イ
ベ
ン
ト
【
動
物
愛
護
デ
ー
】

・
日
時
：
９
月
23
日
（
日
）
10
時
〜

・
場
所
：
昭
和
町
総
合
体
育
館

　
（
昭
和
町
押
越
１
０
０
１
）

・
内
容
：
犬
猫
の
飼
い
方
・
し
つ
け
相
談

動
物
ク
イ
ズ
、
乗
馬
体
験
等

・
問
い
合
わ
せ
：
富
士
・
東
部
保
健
所

　

衛
生
課　

☎
０
５
５
５

－

24

－

９
０
３
３

●
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
川
柳
募
集
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

・
テ
ー
マ
：「
日
頃
心
掛
け
て
い
る
健
康

　

づ
く
り
・
健
康
法
」

・
応
募
資
格
：
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
被
保
険
者

・
応
募
期
間
：
9
月
1
日
（
土
）
〜
10
月

　

31
日
（
水
）
必
着

・
応
募
方
法
：
作
品
（
川
柳
）
と
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

　

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送

　

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

※
1
人
2
点
ま
で
の
応
募
と
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

　

※
展
示
等
で
お
名
前
を
使
用
さ
せ
て
い

　
　

た
だ
く
予
定
で
す
。
本
名
で
の
記
載

　
　

を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
ペ
ン
ネ
ー

　
　

ム
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

①
郵
送
の
場
合
・
郵
便
は
が
き
に
、

　
　

上
記
の
必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
宛
先　

〒
４
０
０

－

８
５
８
７　

　
　

山
梨
県
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35

　
　

号　

山
梨
県
自
治
会
館
2
階　

山
梨

　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
総
務

　
　

課　

総
務
担
当

　

②
電
子
メ
ー
ル
・
メ
ー
ル
の
本
文
に
、

　
　

上
記
の
必
要
事
項
を
記
載
し
、
送
付

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
メ
ー
ル
の
題
名
は
「
山
梨
県
後
期

　
　

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
川
柳
応
募
」

　
　

と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
応
募
先
ア
ド
レ
ス　

　
　

kouho@
yam
anashi-iryoukouiki.jp

・
表
彰
内
容
：
広
域
連
合
長
賞

　
（
賞
品
：
山
梨
県
特
産
品
5
千
円
相
当
）　

等

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医

　

療
広
域
連
合　

総
務
課　

総
務
担
当　

　

☎
０
５
５

－

２
３
６

－

５
６
７
１



広報どうし 453 号（13）

　8 月 2 日に道志茶屋・学童保育所・つぼみっこの合同納涼祭を行いました。

　流しそうめんなどをみんなで楽しみ、つぼみっこの子供たちはプール遊び

をし、お年寄りに元気な姿をみせていました。

　その後、お年寄りと学童保育の子供たちは、室内で「歌の会」に参加し、

曲名当てクイズや童謡を一緒に歌い楽しい時間を過ごしました。

そうめんち
ゅるちゅる

おいしいね
♪

いただきま
ーす

(^^) 人

合 同 納 涼 祭
道志茶屋・学童保育所・つぼみっこ



平成 30年 9月１日（14）

診 療 所 だ よ り

　全国各地での猛暑の記録、おかしな台風の進路
など、なんだか変な夏が過ぎようとしています。
まだまだ残暑が厳しいですが、空や山を眺めると
秋の気配を感じます。
季節の変わり目は気温や湿度の変化が大きく、
鼻・口・ノドの粘膜にとってはなにかと負担が大
きくなります。すると粘膜の抵抗力も下がりがち
になり、カゼをひきやすくなります。カゼの特効

薬はいまだになく、万病のもとであることも昔か
ら変わらない事実です。体調管理など、とにかく
予防に勝る治療法はありません。また、秋は春ほ
どではないですがアレルギー（花粉症や喘息など）
が多くなる季節です。毎年この時期にアレルギー
に悩まされる人は早めの受診をおすすめします。
アレルギーは早期（可能なら症状がでる少し前）
から治療開始することがキモとなります。

診療日　月・火・水・金／木・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　☎ 52-2155歯科診療所より

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ごろ
まで胃カメラ検査になります。
・第一・第三・第五の木曜日
と第一・第五の土曜日は午前
中のみの診療となり、血液検
査は出来ませんのでご了承く
ださい。
・第二・第三・第四土曜日は
休診です。

9 月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

9/1
午前中のみ診療

9/2 9/3 9/4
午前：胃カメラ

9/5 9/6
午前中のみ診療

9/7 9/8
休診

9/9 9/10 9/11
午前：胃カメラ

9/12 9/13 9/14 9/15
休診

9/16 9/17
敬老の日

9/18
午前：胃カメラ

9/19 9/20
午前中のみ診療

9/21 9/22
休診

9/23 秋分の日 9/24
休診

9/25
午前：胃カメラ

9/26 9/27 9/28 9/29
午前中のみ診療9/30

９
月
の

つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

　

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保

育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と
遊
び
、集

団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

　

☎
52

－

２
１
１
３

日
時　
　

９
月
６
日
（
木
）
10
時
〜
14
時

場
所　
　

学
童
保
育
所
「
ど
う
し
っ
こ
」

講
師　
　

栄
養
士　

長
田
文
江

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
」

＊
当
日
い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し
健
診
で

託
児
が
必
要
な
方
は
お
受
け
し
ま
す
の

で
、住
民
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

　
離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

♬
９
月
の
「
歌
の
会
」

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

　
「
歌
の
会
」
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ

せ
て
、
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
童
謡
な
ど
、

心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

３
日
（
月
）、
４
日
（
火
）、
７
日
（
金
）、

12
日
（
水
）、
13
日
（
木
）、
17
日
（
月
）、

18
日
（
火
）、
21
日
（
金
）、
26
日
（
水
）、

27
日
（
木
）

※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

　

☎
52
―
２
１
１
３　

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時　
　

９
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

学
童
保
育
所
「
ど
う
し
っ
こ
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
・
マ
マ
さ
ん
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

☎ 52-2040
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み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し

協
力

隊 64

ど
う
も
、
七
瀧
で
す
。

８
月
は
度
重
な
る

台
風
と
猛
暑
で
畑
の
管
理
が

中
々
大
変
で
す
が
気
合
い
で
頑
張
っ

て
ま
す
。
昨
年
に
続
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

１
０
０
０
本
弱
植
え
付
け
ま
し
た
が
見

事
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
餌
食
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
勉
強
だ
と
思
い
め
げ
ず
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。

（
七
瀧
佳
至
）

今
年
も
一
皮
剥
く
為

に
、
笹
久
根
の
堤
防

で
、
毎
年
恒
例
と
し
て
行
っ
て

い
る
飛
び
込
み
を
、
し
て
き
ま
し

た
！　

怖
が
り
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
飛

び
込
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
精
神
的
に

ま
た
一
段
強
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
！

飛
び
込
み
し
て
一
皮
剥
き
た
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
是
非

一
緒
に
飛
び
込

み
に
行
き
ま

し
ょ
う
！　

ご

案
内
し
ま
す
の

で
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
！

（
鳥
澤
拡
太
）

８
月
に
入
り
、
板
橋

で
お
借
り
し
て
い

る
畑
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
本
格
的
に
作
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
、
お
世
話
の
ポ
イ
ン

ト
や
、
収
穫
時
期
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
食
べ
て
み
る
と
と

て
も
お
い
し
い
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

栽
培
管
理
が
悪
か
っ
た
の
か
、
商
品
に

な
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
も
の
も
で
き

て
し
ま
っ
た
の
で
、
来
年
以
降
つ
く
る
際

は
、
確
実
に
商
品
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　
（
抱
井
昌
史
）

　こんにちは移住支援センター大野です。
　夏の道志村はお盆までが一番のピークで、道の駅は
じめキャンプ場、温泉、どうし道は混雑しています。
移住体験宿の「お試し住宅」の利用者も子どもの夏休
みを利用して８月は３組ほどの予約が入っています。
　子どもを持つ親御さんは、道志村での子どもの教育
について熱心な方もたくさんいらっしゃいます。そん
な時、村のコミュニティーの話をよくします。教育は
学校に頼るのではなく、自分たち親がするもの。子ど
もは親をよく見ていると。
　今回は、道志村が一番活発で輝いているこの夏に開
催される村のお祭りについて、地元の方々が作り上げ
てきた「地区＝コミュニティー」のすばらしさに焦点
をあてます。村民がここで生きてきて、代々継承され
ている貴重なモノを感じられる村祭りは、私たち移住
者に人間の本来の役割や人間同士の助け合いについて
など根本的な問題を提示してくれる重要な機会です。
そんな事も移住支援センターでは移住希望者に発信し、
村民の皆さんが大切にしているものに共感してもらえ

る方に是非移住して
頂きたいと思ってい
ます。
村での地区祭りや

盆踊りを拝見してい
ると、全て自分たち
で作っている祭りで
ある。という事に気付かされます。会場設定から運営
まですべて自分たちで行います。運営費は地区の住民
たちでまかない、露店も地区の婦人会の方々が取り仕
切り、もちろん神楽舞、伝統芸能のおきゅうだいも代々
その地区で受け継がれし者が行っています。
2018 年の現代でこのように伝統が守られ、代々受

け継がれる祭りはそれを目の当たりにするだけで、圧
倒的だし超かっこいいです。地元の人たちがすごく羨
ましいなぁと強く思う瞬間がそこにはあります。今年
も新規移住者さんや神楽を見てみたい！という方々を
案内し、神地地区のお祭りに参加させて頂きました。（次
号に続く～）

道志村に移住者を呼ぼう！⑩ 「村の人たちが大切にしている地区～お祭りから
見える独自のコミュニティーについて」パート１



平成 30年 9月１日（16）

　8月 9日（木）道志中学校理科室において夏休み
子ども科学教室が開催され、道志小学校 1年生から
6年生までの 22名が参加しました。
道志中学校の佐野遙香先生が講師となり、分光器

を作りました。分光器は光を分解して観察する装置
で、作った分光器で蛍光灯などの光を観察しました。
光は何色でつくられているか、海はなんで青色なの
かなど説明を交えながら教室を行い、児童たちも興
味 を持ちながら作成ができました。

■夏休み子ども科学教室　分光器をつくってみよう！

　8月 4日（土）旧道志小学校グラウンドにて第 32回（平成 30年度）青少年ふれあいゲートボール大会が行
われました。
総勢 14チームが参加し、コート 4面を使い酷暑の中、白熱した試合が繰り広げられました。
また、審判員をお願いした青春クラブのみなさん、育成会関係者のみなさん及び得点係の道志村青少年育成

推進員のスムーズな試合進行により、熱中症等もなくすばらしい大会となりました。

優　勝　長幡東 Aチーム
準優勝　川原畑 B チーム
第３位　長幡西 Bチーム

■第 32 回　青少年ふれあいゲートボール大会

　８月 10日（金）に中学校３年生を対象とした料理教室を行いました。
　３つの目標を確認し、バランスの取れた生活習慣病予防メニューをつくりました。　
　各班で協力して楽しく調理実習が出来ました。

■中学校料理教室

・3食しっかり食べよう
・バランスの取れた食事にしよう
・食品を選ぶ力を身に付けよう

❸つの目標



広報どうし 453 号（17）

7 月 19・20 日の 2 日間、今年
度出産予定の妊婦さん 3名を対象
に母親学級が開催されました。19
日はつぼみっこと同時開催しマタ
ニティ・ビクスを、20 日は分娩の
経過と安心して分娩するための準
備について助産師さん より学びま
した。村内の妊婦さんたちが顔を
合わせ、楽しく交流することが出
来ました。

■母親学級が開催されました！

道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

　8月 1日（水）水源の郷やまゆりセンターにて夏休み
子ども工作教室が開催されました。今年の工作教室では、
貯金箱キットを組み上げました。小学 1年生から 6年生
までの 19名が参加し、組み上げた後は、色を塗ったり絵
を書いたりととても個性豊かな楽しい作品が多く誕生し
ました！ 

■夏休み子ども工作教室
　みんなで貯金箱をつくってみよう！

　7月 29 日（日 ）東京武道
館で行われた第 34回全日本
硬式空手道選手権大会に、円
空会で参加した選手が輝か
しい成績をおさめました！

■硬式空手円空会

女子小学 3年組手の部
　準優勝　水越三代

　７月 20日（金）道志
体育館（旧道志小体育
館）において、スポー
ツ推進委員主催で第２
回 NewSports 教室が開
催されました。
　第２回 NewSports 教
室は、ロープジャンプ
Xという得点制の大縄跳びでした。16名と多くの方に参加していた
だき、大人も子どもも一緒に楽しみました。子どもがとても多い回数
を飛んで大人たちを驚かせていました！ 次回はぜひ、新規のみなさ
んの 参加もお待ちしております！

■平成30年度第２回みんなでチャレンジ！！
　 NewSports 教室　ロープジャンプ X 編
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わが家のアイドル
柏
村
　
茉
里
ち
ゃ
ん
（
長
又
）

　

平
成
29
年
7
月
12
日
生

　

父　

承
徳
さ
ん　

母　

百
合
香
さ
ん

は
〜
い
！

お
返
事
上
手
に
な
り
ま
し
た
♪

慶

弔

７
月
の
届
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

道志小学校

七里っ子まつり　大盛況！

　児童会行事「七里っ子まつり」が６月 27 日（水）に行われました。６つ

の縦割り班が、工夫をこらした出店を計画・運営し、子どもたちが交代で

楽しみました。小中一体型校舎で生活していることから、中学校の生徒会

に呼びかけ、中学校の休み時間に中学生や教職員が祭りに参加してくれま

した。楽しさ倍増の七里っ子まつりでした。

引渡訓練をしました

  「東海地震注意情報」が出されたことを想定して、7 月 11 日（水）に引き渡

し訓練を行いました。多くの保護者のみなさんに御協力を頂き、新しい環境で

の引き渡しの方法をみんなで確認することができました。

　引き渡し訓練の後には、教室に戻り、授業参観を実施いたしました。

道志の自然を守ろう（間伐体験学習）

  7 月 17 日（火）に 5 年生を対象に、間伐体験学習を行いました。横浜市水道局の職員

2 名と善神産業 2 名の方々が講師となり、間伐を体験しました。

　始めに林業を仕事にしている人による間伐の実演を見学し、間伐作業の大変さと難し

さを知りました。その後、実際に間伐作業を体験し、間伐の必要性を身を持って知りま

した。間伐が森を守り、道志村と横浜市の水源を守っていることを知るよい機会となり

ました。

郷土芸能「東富士七里太鼓」の伝承活動

　道志小学校では、毎年運動会で６年生が「東富士七里太鼓」

の発表をおこなっています。今年も、東富士七里太鼓保存会の

方に指導者になっていただき、東富士七里太鼓の技と心を伝承

していただいています。２学期にもたくさんの練習に取り組み、

9 月 15 日の運動会本番では、心のこもった迫力のある 6 年生

の演技を披露できるでしょう。ぜひ、みなさんで御来校ください。

学校だより　


